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【 補 正 方 法 】 変 更
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【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン を す る 方 法 と 設 備
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 さ れ た １ ，
２ ジ ク ロ ル エ タ ン か ら 高 沸 点 蒸 留 塔 内 そ し て 次 に 真 空 蒸 留 塔 内 で 分
離 し 、 熱 回 収 蒸 留 塔 の 直 接 塩 素 か ら の １ ， ２
－ ジ ク ロ ル エ タ ン を そ の 都 度 そ の 時 の と 間 接 的 に 熱 交 換 す る 熱 交 換 に そ の
都 度 導 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン （ Ｅ Ｄ Ｃ ） 方 法 に お い て 、
　 蒸 留 塔 の を 加 熱 す る た め に 、 少 な く と も 一 つ の 降 下 流 蒸 発 を 使 用 し 、 こ の 降 下
流 蒸 発 の 上 側 の 液 体 に 、 を 導 入 す る こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 直 接 塩 素 ７ ５ ～ １ ２ ５ ℃ の 温 度 で 、 0.8 ～ 3 バ ー ル の 圧 力 で 行

請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 直 接 塩 素 反 応 こ の 反 応 高 沸 点 蒸 留 塔 こ の
高 沸 点 蒸 留 塔 真 空 蒸 留 塔 備 え 、 蒸 留 塔 の を 加 熱 す る た め

、 直 接 塩 素 反 応 か ら の １
， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン が 導 入 さ れ 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 方 法 を 実 施
す る に お い て 、
　 熱 交 換 が 降 下 流 蒸 発 （ １ ６ ， １ ７ ） と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る

。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
    【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 さ れ た １ ， ２
ジ ク ロ ル エ タ ン か ら 高 沸 点 蒸 留 塔 内 そ し て 次 に 真 空 蒸 留 塔 内 で 分 離 し

－ 製 造

液 相 で エ チ レ ン と 塩 素 と を 反 応 さ せ （ 直 接 塩 素 化 ） て 製 造
－ 高 沸 点 溜 分 を 成 分 で

そ の 際 に の 及 び 溜 液 の 加 熱 の た め に 、 化 段 階
、 溜 液 生 成 物 器

く 、 － の 製 造
溜 液 式 器

式 器 分 配 器 そ の と き ど き の 溜 液 生 成 物

化 を う
、

化 器 、 器 の 下 流 の 成 分 お よ び
成 分 の 後 に 配 置 す る を そ の 際 溜 液

に 一 つ の 熱 交 換 器 が そ れ ぞ れ 配 備 さ れ て お り 該 熱 交 換 器 に は 化 器
－ 加 熱 媒 体 と し て て い る
装 置

該 器 式 器 、
上 記 装 置
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高 沸 点 溜 分 を 成 分 で



、 熱 回 収 蒸 留 塔 の 直 接 塩 素 か ら の １ ， ２ － ジ
ク ロ ル エ タ ン を そ の 都 度 そ の 時 の と 間 接 的 に 熱 交 換 す る 熱 交 換 に そ の 都 度
導 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン （ Ｅ Ｄ Ｃ ） 方 法 お よ び 直 接 塩 素 反 応 こ の 反
応 高 沸 点 蒸 留 塔 こ の 高 沸 点 蒸 留 塔 真 空 蒸 留 塔
備 え 、 蒸 留 塔 の を 加 熱 す る た め 、

直 接 塩 素 反 応 か ら の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン が 導 入 さ
れ 上 記 方 法 を 実 施 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
    【 従 来 の 技 術 】
　 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン （ Ｅ Ｄ Ｃ ） か ら 塩 化 ビ ニ ー ル （ Ｖ Ｃ Ｍ ） を 得 る こ と は 塩
化 水 素 （ Ｈ Ｃ Ｌ ） の 行 わ れ る 。 そ の 場 合 、 こ の 気 相 で は 塩 化 水 素 を

ま た は 熱 す る こ と が 。 し か し 、 塩 化 水 素
を 実 際 触 媒 の 寿 命 が 短 す ぎ る た め 今 ま で 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の た め 、 純 粋 な 乾 燥 し た １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン を 熱 分 解 炉 中 で 約 ５ ０ ０ ℃ し
て 塩 化 ビ ニ ー ル と 塩 化 水 素 に す る 熱 が 行 わ れ て 。 こ の 場 合 、 １ ， ２ ジ ク
ロ ル エ タ ン の 通 常 の 分 解 率 は ５ ０ ～ ６ ５ ％ の 間 に あ る 。 熱 １ ， ２ ジ ク
ロ ル エ タ ン は 、 塩 化 水 素 を 吸 熱 す る 時 に 生 じ る 不 純 物 を 含 む 。 次 い で 、 し た
塩 化 水 素 他 の プ ロ セ ス 工 程 、 所 謂 の 工 程 で
エ チ レ ン と 酸 素 を 用 い て １ ， ２ ジ ル ロ ル エ タ ン に さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 熱 分 解 に 必 要 な 残 り の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン は 、 所 謂 、 直 接 に よ り エ チ レ
ン と 塩 素 を 液 状 の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン 。 こ の
反 応 は 発 熱 、 反 応 温 度 を 維 持 す る た め に 著 し い 冷 却 が 必 要 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 熱 分 解 炉 に 導 入 さ れ る １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン の 純 度 は 、 一 方 で 熱 分 解 管 を 汚 す 副 反
応 を 抑 制 す る た め 、 ま た 他 方 で 塩 化 ビ ニ ー ル を 高 品 質 に す る た め 、 非 常 に 高 く な っ て い
な け れ ば な ら な い 。 そ れ 故 、 熱 分 解 炉 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン 、

か ら の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン 、 お よ び 、 必 要 で あ れ ば 、 直 接 塩 素 か ら の １ ， ２
ジ ク ロ ル エ タ ン は 電 力 経 費 の か か る １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン の 蒸 留 で さ れ る 。

　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 方 法 で は 、 直 接 反 応 冷 却 エ ネ ル ギ に 対 す る 最 大 の 消 費 体 の 一 つ で あ り
、 高 沸 点 を 分 離 す る 蒸 留 塔 Ｅ Ｄ Ｃ ／ Ｖ Ｃ Ｍ 内 の 加 熱 エ ネ ル ギ に 対 す る 最 大 の
消 費 体 の 一 つ で あ る 。 そ れ 故 、 経 済 検 討 か ら エ ネ ル ギ 消 費 を 低 減 す る た め 既 に 幾 つ か
の 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ 等 の 方 法 で は 直 接 の 反 応 熱 が 直 接 ま た は 間 接 加 熱
に よ り る Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 の 加 熱 の た め に 利 用 さ れ る か 、 あ る い は Ｅ Ｄ Ｃ の 蒸 留 で を
伴 う 精 留 を 使 用 し て 加 熱 エ ネ ル ギ が 節 約 さ れ て い る が 、 こ れ 等 の 方 法 に は 実 質 上 以 下
の 難 点 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 直 接 反 応 の 蒸 気 を 高 沸 点 蒸 留 塔 の に 入 れ 、 こ れ に よ り 高 沸
点 蒸 留 塔 を 直 接 加 熱 す る こ と は 、 例 え ば ド イ ツ 特 許 第  29 35 884 号
明 細 書 あ る い は ド イ ツ 特 許 第  24 27 045 号 明 細 書 に よ り 原 理 的 に 知 ら れ て い
る 。 し か し 、 こ れ は 高 沸 留 塔 の 直 径 や を 非 常 に 大 き く す る 必 要
が あ る こ と に な る 。 何 故 な ら 、

直 接 塩 素 で 新 た に さ れ １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン 大 量 蒸 発 さ 、 加 え て 他
の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン の 流 れ と 高 沸 点 蒸 留 塔 内 で 精 留 さ る か ら で あ る 。
更 に 、 同 時 に 高 沸 点 蒸 留 塔 の か ら 液 状 の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン （ 直 接 塩 素

反 応 内 で 新 た に さ れ た 大 量 の ジ ク ロ ル エ タ ン も ） を 反 応 に 戻 す 必 要 が あ る の で
、 必 ず 反 応 内 高 沸 点 の 副 産 物 の が 上 昇 し 、 こ れ が 一 方 で 触 媒 作 用 に 対 し て 不 利 に
作 用 し 、 更 に 他 方 で 他 の 副 産 物 の も 促 進 し 、 こ れ が 結 局 収 率 の 悪 化 と な る こ と が 難 点
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で あ る 。 こ の た め 、 、 直 接
塩 素 の 反 応 熱 は Ｅ Ｄ Ｃ の 蒸 留 の 真 空 蒸 留 塔 を 直 接 加 熱 す る た め に 利 用 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 直 接 加 熱 の 外 に 、 高 温 の 反 応 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン 直 接 塩 素 反 応
か ら の 蒸 気 状 の １ ， ２ ジ ク ロ ル エ タ ン に よ り Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 蒸 留 塔 の リ ボ イ ラ ー を 加 熱

同 類 の 間 接 加 熱 方 法 も 知 ら れ て い る 。 こ の 、 例 え ば ド イ ツ 特 許 第
 41 33 810  号 明 細 書 、 ド イ ツ 特 許 第  40 39 960  号 明 細 書 あ る い は 欧 州 特
許 第  0 075 742  号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る こ れ 等 の 方 法 で は 、 熱 交 換 と し て 自 然 循
環 蒸 発 装 置 が 使 用 さ れ て い る 。 こ 、 材 料 、 １ ， ２ ジ ク ロ ル エ
タ ン 加 熱 た め 約  20 ～  25 ℃ の 温 度 差 を 保 証 す る こ と 必 要

。 こ 以 下 の 不 利 な 結 果  反 応 熱 を 間 接 的 に 自 然 循 環 蒸 発 に 移
Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 の 蒸 留 塔 の 温 度 に 比 べ て 反 応 の 反 応 温 度 を か な り 高 く し な け れ

ば な ら な い 。 こ れ は 、 塩 素 や エ チ レ ン の 収 率 を 悪 化 さ せ 、 副 産 物 の を 多 く す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 反 応 の 反 応 熱 は 反 応 温 度 が 低 い 場 合 で も Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 リ ボ イ ラ ー へ さ
れ る 。 そ の 時 に は 蒸 留 塔 を 真 空 に す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 取 り 分 け 高 沸 点 蒸
留 塔 の 直 径 や 回 収 凝 縮 を 非 常 に 大 き く し 、 真 空 を 維 持 す る た め の エ ネ ル ギ の を

す る 必 要 が あ る と い う 結 果 。 こ れ も 、 こ の 方 法 の 経 済 性 に 不 利 に 作 用 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 最 後 に 、 蒸 気 精 留 方 法 も 知 ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 高 沸 点 蒸 留 塔 の
ヘ ッ ド 蒸 気 圧 縮 機 お よ び 同 じ 蒸 留 塔 の の 加 熱 と し て 蒸 気 の 使 用

さ れ る （ ド イ ツ 特 許 第  34 40 685  号 明 細 書 ） 。 し か し 、 回 転 部
分 の あ る 圧 縮 機 を 使 用 す る 必 要 が あ は を 高 く し 維 持 費 や ス ペ
ヤ ー パ ー ツ の 費 用 の 原 因 と な る 。 そ の 場 合 、 高 沸 点 蒸 留 塔 蒸 気 と 冷 却 水 の 経
費 を 節 約 す る が 、 こ れ に は 電 力 を 著 し く 大 き く す る 。 更 に 、 他 の 難 点 と し て 上 記 の 構
想 で は 直 接 塩 素 反 応 の 反 応 熱 を こ と が 配 慮 さ れ て い な い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 そ れ 故 、 こ の 発 明 の 課 題 は 、 直 接 塩 素 の 反 応 エ ン タ ル ピ ー を 可 変 利 用 で き 、 そ
の た め に 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る ジ ク ロ ル エ タ ン を す る 方 法 設 備 の 難 点 を 甘 受 す る
必 要 の な い 解 決 策 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 の 課 題 は 、 こ の 発 明 に よ り 、 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の 方 法 に て 、 留 塔 の を 加 熱
す る た め に 、 少 な く と も 一 つ の 降 下 流 蒸 発 を 使 用 し 、 こ の 降 下 流 蒸 発 の 上 側 の 液
体 に 、 を 導 入 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 上 記 の 課 題 は 、 こ の 発 明 に よ り 、 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の 設 備 に あ っ て 、 熱 交 換
が 降 下 流 蒸 発 （ １ ６ ， １ ７ ） と し て 形 成 さ れ て い る こ と に よ っ て 解 決 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ る 他 の 有 利 な 実 施 態 様 は 特 許 請 求 の 範 囲 の 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 降 下 流 蒸 発 は 他 の で 基 本 的 に 知 ら れ て い て 、 温 度 差 が 大 き く て も 、 ま た
理 論 的 に 任 意 の 小 さ で も 運 転 で き る 点 で 優 れ て い る 。 そ の よ う な 降 下 流 蒸 発
で は 、 液 体 や 蒸 気 が と な っ て 下 へ 流 れ る 。 加 熱 面 を 液 体 で 均 一 に し か も 充 分 加 湿
す る こ と が 乱 れ の な い 運 転 に と っ て 重 要 な 。 Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 塔 の 溜 の 汚 れ が 降
下 流 蒸 発 の 液 体 分 配 を 詰 ま ら せ 、 加 熱 管 の 不 均
一 な 液 体 分 配 と な る こ と を 恐 れ て 、 今 ま で 専 門 分 野 で は Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 で 降 下 流 蒸 発 を

加 熱 と し て 使 用 す る こ と に 対 し て が あ っ た 。 つ ま り 、 降 下 流 蒸 発 内 の 不 均 一
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な 液 体 配 分 は 詰 ま り 個 所 、 個 々 の 管 完 全 に 詰 ま る こ と に
な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 驚 く こ と に 、 温 度 差 で 運 転 さ れ る 降 下 流 蒸 発 を 使 用 す る と 、 物 質 の 移 動 に 関
し て も る こ と が 分 か っ た 。 つ ま り 、 熱 流 密 度 が 低 い 場 合 の 分 離 作 用 は 所 定 の 熱 流
の 時 に 大 部 分 の 易 揮 発 性 成 分 が 蒸 気 相 に 移 行 す る よ う に 改 善 さ れ る こ と が わ か っ た 。 こ れ
は 、 取 り 分 け 真 空 蒸 留 塔 を 運 転 す る の に 重 要 な 特 徴 で あ る 。 何 故 な ら 、

真 空 蒸 留 塔 の 中 の （ ＝ Ｅ Ｄ Ｃ ） の 割 合 が 低 減 す る か ら で あ る 。 こ の
は 大 部 分 高 沸 点 で あ り 、 残 留 物 処 理 な け れ ば な ら な い 。

　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 に 、 降 下 流 蒸 発 の 加 熱 面 の 汚
れ 抵 抗 は 使 用 さ れ き た 自 然 循 環 蒸 発 に 比 べ て 小 さ い こ と か っ た 。 通 常 、 産 業
上 の 蒸 発 は 分 離 ユ ニ ッ ト の 所 定 の 外 部 収 支 の 時 に 大 抵 一 定 の 熱 流 で 運 転 さ れ て
い る 。 汚 れ の た め 熱 通 過 係 数 が 小 さ く な る と 、 系 は 温 度 差 を 大 き く

。 加 熱 蒸 気 圧 の 時 間 経 過 は 熱 面 上 の 被 覆 物 形 成 の 進 行 。 自 然
循 環 蒸 発 と 降 下 流 蒸 発 の 汚 れ 抵 抗 、 時 間 経 過 が 定 性 的 に 同 じ こ と を
説 明 し て い る が 、 絶 対 的 な 数 値 は 降 下 流 蒸 発 小 さ い こ と 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ る 方 法 の 上 記 の 利 点 の 外 に 、 環 境 保 護 に も 寄 与 し て い る 。
何 故 な ら 、 真 空 蒸 留 塔 の よ り 多 く の １ ， ２ ジ ク ロ ル を 回 収 で き 、
蒸 発 の 熱 伝 導 面 の 汚 れ が 少 な い か ら で あ る 。 更 に 、 装 置 ユ ニ ッ ト 当 た り に 一 つ の 降 下 流

蒸 発 を 用 い る と 、 使 用 し て 自 然 循 環 蒸 発 よ り も 著 し く 大 き い 熱 伝 導 面 を
実 現 で き る 。 こ れ は 、 、 Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 留 塔 の 加 熱 が た だ 一
つ の 降 下 流 蒸 発 装 置 で 行 え 、 自 然 循 環 蒸 発 を 使 用 す る 場 合 多 数 の を
必 要 と す る こ と を 意 味 す る 。 こ れ は 投 資 コ ス ト や 所 要 占 有 場 所 を 節 約 す る 。 更 に 、 降 下 流

蒸 発 は 自 然 循 環 蒸 発 に 比 べ て 液 体 が 少 な く 、 そ れ 故 に 大 変 自 然 な 制 御 特 性 が あ
る 。 こ れ も 、 真 空 蒸 留 塔 の で 低 沸 点 （ ＝ Ｅ Ｄ Ｃ ） の 残 留 濃 度 を 小 さ く す る

非 常 に 有 利 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 他 の 有 利 な は 、 直 接 塩 素 が  75 ～  125℃ の 温 度 と  0.8～  3バ ー ル の
圧 で 行 わ れ る 。 蒸 留 塔 蒸 発 （ 降 下 流 蒸 発 ） 内 の 蒸 発 は 加 熱 す べ き 蒸 留 塔 の
の 圧 力 よ り 最 大 で  50 ミ リ バ ー ル 大 き い だ け に す ぎ な い 。 更 に 、 蒸 発 側 の 熱 移 動 係 数 は 運
転 温 度 差 に 殆 ど 無 関 係 で あ る （ 加 熱 す べ き 蒸 留 塔 の 圧 力 が 指 定 さ れ て い る 場 合 、 ３ ℃
と  25 ℃ の 運 転 温 度 差 の 蒸 発 側 の 熱 移 動 係 数 の 差 は ３ ％ よ り 小 さ い ） 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　

　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 好 適 実 施 例 に 基 づ き 図 面 を 参 照 し て 方 法 を 説 明 す る 。 図 １ に
は 、 設 備 の う ち で 主 要 な 部 分 の み が 示 し て あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｅ Ｄ Ｃ で は 、 Ｅ Ｄ Ｃ と 熱 分 解 炉 か ら の Ｅ Ｄ Ｃ

エ ネ ル ギ Ｅ Ｄ Ｃ 。 必 要 な 場 合 、 直 接 塩 素 の Ｅ Ｄ Ｃ も
Ｅ Ｄ Ｃ 。

　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 の Ｅ Ｄ Ｃ 、 図 示 し て い な い 脱 水 ・ 低 沸 点 蒸 留 塔 で 先 ず 水
と 低 沸 点 分 離 る 。 次 い で 、 高 沸 点 を 含 む の Ｅ Ｄ Ｃ は 導 管 １ を
経 由 し て 高 沸 点 蒸 留 塔 ２ に 導 入 さ れ る 。 図 示 し て い な い 熱 分 解 炉 か ら の Ｅ Ｄ Ｃ
も 高 沸 点 を 含 み 、 導 管 ３ を 介 し て 高 沸 点 蒸 留 塔 ２ に 導 入 さ れ る 。 こ の 高 沸 点
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蒸 留 塔 ２ 内 で は 、 導 入 さ れ た 物 質 流 が さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 精 製 さ れ た Ｅ Ｄ Ｃ は 高 沸 点 蒸 留 塔 ２ の 頭 部 で 導 管 ４ を 介 し て 排 出 さ れ 、 熱 交 換 ５
内 で 凝 縮 、 導 管 ６ ま た は 導 管 ７ を 経 由 し て 純 粋 な Ｅ Ｄ Ｃ と し て 得 ら れ る 。 戻 し 流 は 導
管 ８ を 経 由 し て 高 沸 点 蒸 留 塔 ２ に さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 高 沸 点 蒸 留 塔 の は 高 沸 点 る 。 導 管 ８ を 経 由 し て の 流 れ を 真
空 蒸 留 塔 ９ に 導 入 、 高 沸 点 蒸 留 塔 ２ の こ と が
で き る 。 さ れ た Ｅ Ｄ Ｃ は 真 空 蒸 留 塔 ９ の 頭 部 で 導 管 １ ０ を 経 由 し て 取 り 出 さ れ 、 熱 交
換 １ １ で 凝 縮 さ れ 、 導 管 １ ２ を 経 由 し て 純 粋 な Ｅ Ｄ Ｃ と し て 得 ら れ る 。 戻 し 流 は 導 管 １
３ を 介 し て 真 空 蒸 留 塔 へ 導 入 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 真 空 蒸 留 塔 ９ の 取 出 １ ４ は 高 沸 点 と 少 量 の Ｅ Ｄ Ｃ 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 蒸 留 塔 ２ ， ９ の 加 熱 は 以 下 の で あ る 。 即 ち 、 導 管 １ ５ を 経 由 し
て Ｅ Ｄ Ｃ の 液 体 流 か Ｅ Ｄ Ｃ の 蒸 気 流 は 図 示 し て い な い 直 接 塩 素 反 応 か ら 高 沸 点 蒸
留 塔 ２ の 加 熱 に 使 用 す る 降 下 流 蒸 発 １ ６ と 真 空 蒸 留 塔 ９ の 加 熱 に 使 用 す る 降
下 流 蒸 発 １ ７ へ 加 熱 媒 質 と し て 導 入 し て 排 出 さ れ る 。 高 沸 点 蒸 留 塔 の １ ８ か
ら お よ び 真 空 蒸 留 塔 の １ ９ か ら そ れ ぞ れ 液 体 が 降 下 流 蒸 発 １ ６ ま た は １ ７ の 頭 部
に あ る 特 別 な 液 体 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ の 液 体 ２ ０ は 汚 れ が 生 じ た 時 に 不 均
一 な 液 体 配 分 と な っ て の 詰 ま り が 生
じ な い よ う に 設 計 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 蒸 発 本 体 の 頭 部 か ら 液 体 が そ れ ぞ れ 重 力 の た め 降 下 流 蒸 発 １ ６ ， １ ７ の 加 熱 管 の
内 側 に 均 一 に さ れ て 沸 騰 す る 膜 と な っ て 一 部 蒸 発 る 。 加
熱 側 の 平 均 温 度 ２ １ ま た は ２ ２ お よ び 蒸 留 塔 ２ ま た は ９ の 温 度 ２ ３ ま た は ２ ４ と し て
定 義 さ れ る 蒸 発 の 有 効 温 度 差 は 任 意 に 小 さ く で き 、 自 然 循 環 蒸 発 の 場 合 の よ う に 小
さ い 温 度 差 に 関 す る 制 限 を 受 け な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 特 別 な 例 に 基 づ き こ の 発 明 を 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　
　 導 管 ３ を 介 し て 図 示 し て い な い 熱 分 解 炉 か ら の 未 Ｅ Ｄ Ｃ を  23.1 to/h（ 毎 時 ト ン ）
お よ び 導 管 １ を 介 し て か ら の Ｅ Ｄ Ｃ を  16.2 to/h高 沸 点 蒸 留 塔 ２ に 導
入 し た 。 両 方 の 流 れ は 高 沸 点 を 含 み 、 す る 必 要 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 、 蒸 留 塔 ２ の 溜 温 度 は 圧 力 が  1.5バ ー ル の 時 に  100℃ で あ り 、 頭 部 の 温 度 は  1
.2バ ー ル の 時 に  87 ℃ で あ っ た 。 蒸 留 塔 ２ を Ｒ ＝  0.5の で 運 転 し た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 降 下 流 蒸 発 １ ６ に は 、 加 熱 の た め に 、 導 管 １ ５ に よ り 図 示 し て い な い 直 接 塩 素 反
応 か ら の Ｅ Ｄ Ｃ 液 体 流 を 。 こ の 場 合 、 循 環 量 は  870 to/h で 、 温 度 は  115
℃ で 、 温 度 は  103℃ で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　
　 蒸 留 塔 ２ を １ と 同 じ 条 件 で 運 転 し た が 、 こ の 場 合 に は 降 下 流 蒸 発 １ ６ を 加 熱
す る た め 図 示 し て い な い 直 接 塩 素 反 応 の Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 気 流 を 使 用 し た 。 降 下 流 蒸 発 １
６ へ の 導 入 導 管 １ ５ で は 凝 縮 る Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 気 の 運 転 条 件 は  108℃ で 、 1.9 バ ー ル で あ り
、 全 体 と し て  50.5 to/hの Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 気 が 流 れ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 導 管 ８ を 介 し て  2.8 to/h の 高 沸 点 を 含 む Ｅ Ｄ Ｃ を 真 空 蒸 留 塔 ９ に 導 入 し た 。 こ の
場 合 、 蒸 留 塔 ９ の 温 度 は 圧 力  0.4バ ー ル で  89 ℃ で あ り 、 頭 部 の 温 度 は 圧 力  0.26 バ
ー ル で  45 ℃ で あ っ た 。 こ の 場 合 、 蒸 留 塔 ９ は  1.0の で 運 転 し た 。 真 空 蒸 留 塔 の

流 １ ４ は  0.3 to/h の 高 沸 点 、 ３ ％ の Ｅ Ｄ Ｃ 含 ん で い な か っ た 。 降 下
流 蒸 発 １ ７ に は 加 熱 の た め に 導 管 １ ５ に よ り 直 接 塩 素 反 応 の こ こ に は 図 示 し て い
な い か ら の Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 気 を し た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 降 下 流 蒸 発 １ ７ の 導 入 導 管 １ ５ で は 、 凝 縮 す る Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 気 の 運 転 条 件 は  98 ℃ で
、  1.6バ ー ル で 、 全 部 で  8.1 to/h の Ｅ Ｄ Ｃ 蒸 気 が 流 れ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 当 然 な こ と で あ る が 、 こ の 発 明 は 図 示 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。 基 本 的 な 構 想 か ら 逸
脱 す る こ と な く 他 の も 可 能 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
  　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ る 方 法 と 設 備 に よ り 、 直 接 塩 素 の 反 応 エ ン タ ル
ピ ー を 可 変 し て 利 用 で き 、 そ の た め に 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る の ジ ク ロ ル エ タ ン を す る
方 法 と 設 備 の を 甘 受 す る 必 要 が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】 　 こ の 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る 設 備 の 単 純 化 さ れ た 処 理 流 れ 図 で あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ ， ３ ， ４ ， ６ ， ７ ， ８ ， １ ０ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ５ 　 　 　 　 導 管
　 ２ ， １ ８ 　 　 　 　 高 沸 点 蒸 留 塔
　 ５ ， １ １ 　 　 　 　 熱 交 換 機
　 ９ ， １ ９ 　 　 　 　 真 空 蒸 留 塔
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　
１ ６ ， １ ７ 　 　 　 　 降 下 流 蒸 発
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 液 体 分 配
２ １ ， ２ ２ 　 　 　 　 加 熱 側 の 平 均 温 度
２ ３ ， ２ ４ 　 　 　 　 蒸 留 塔 の 温 度
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